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よりよい未来に向かって 

校長 大谷 珠美 

 校庭の梅の花が咲き、春の訪れを感じる３月。 

学校は、３月１７日に卒業証書授与式を行いますが、卒業生をお祝いするような華やかな花々が

２、３年生によって花の小道に植えられました。 

２月の土曜参観では、４年生の１０歳を祝う会、６年生の感謝の会がありました。いろいろな発表

を見ていただきましたが、４年生も６年生もそれぞれの成長を感じさせる会であったと思っていま

す。６年生は、コロナ禍の中で思うように学校行事ができないこともありましたが、工夫しながら、

宿泊学習や運動会に仲間と共に協力し取り組んでいました。６年間を振り返ると、きっと様々なこと

が思い出されると思いますが、戸塚小学校で学んだことをこれからの生活に生かしていってくれると

うれしく思います。 

さて、この一年、保護者のみなさんや児童のみなさんにとって、どんな一年だったでしょうか。保

護者のみなさんには、学校だよりでいろいろな話をさせていただきました。4月には、「つなぐ つな

がる つなげる 戸塚」と題して、「前向きに肯定的に、感謝の心をもって 1年間過ごしていきまし

ょう」と伝えました。特に、「感謝の心をもって」という点は、何をするにも誰かと関わり合いなが

ら生きていく私たちにとって、とても大切なところです。「人は一人では生きていけない」と、よく

言われますが、私たちが社会生活を送るうえでは、必ず何らかの形で他の人たちの支えや思いやりを

受け取っています。直接は関わっていないけれども、目には見えないところで誰かが支えてくれてい

るのです。私たちの人生は一回限りです。ほかの誰にも代わってもらえるものではありません。だか

らこそ、前向きに、肯定的に、感謝の気持ちをもって人と関わり合いながら、気持ちの良い一日を過

ごすために、心の生活習慣を整えて気持ちも引き締め、生きがいを感じながら生き生きと過ごしてい

けると素晴らしいと思います。長い人生の中、時には予期せぬ困難に直面する中で、気力をなくした

り、自分の生き方に自信がもてなくなったりすることもあるでしょう。自分一人が苦しい思いをして

いると感じるとき、心が弱くなりがちですが、自分の弱さを感じる自分に気づいたら、他人に対する

優しさをもてる自分を感じることができるかもしれません。 

６年生は、これから中学校という大人への階段を一つ上ります。「ここが自分のよいところ」と、

自信をもって言えるのであれば素晴らしいけれど、自分の欠点や短所が気になって気持ちが落ち込む

こともあるかもしれません。しかし自分の短所を、考え方を変えて長所にできるととらえて、自分の

持ち味を素直な気持ちで受け止めていけると、心も安定し、自分以外の人にも温かいまなざしを向け

ることができるようになってくると思います。私たち一人ひとりには、それぞれにかけがえのない持

ち味があります。それが自分らしさだと思いますが、それにこれから先もっと磨きをかけ、成長して

いけると、よりよい未来を築くことにつながると思います。今の自分の考え方を変えると明日の自分

を変えられる可能性があるのです。自分自身の心の力を信じてさらなる成長につなげていってほしい

です。 

 

保護者、地域の皆様、この一年間戸塚小学校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうご

ざいました。来年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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